










































The traditional food culture of Japan is being lost in recent years, and the inheritance of food culture is 
an important issue in food education. Hence, school lunch menus were examined from the viewpoint of 
cooking culture. In Kanazawa City, Japanese cuisine and ﬁ sh cuisine have been served more frequently 
with the increasing popularity of rice as a staple food since 1984. A comparison of school lunch menus 
in Kanazawa City with those in Matsuyama City indicated regional differences in some materials used 
for school lunch and in cooking culture. Kanazawa City served more pork as a main material and more 
pickles.
Comparison of Cooking Cultures by School Lunch Menu
学校給食の献立による調理文化の比較研究
＊ 1 Yoshie NIIZAWA 
北陸学院大学短期大学部　食物栄養学科　調理学





































































































































































































































































表 7 家計調査年報（平成 18年度）による品目別購入金額（金額）
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学校給食の献立による調理文化の比較研究
化によるものと考えている。一方、松山市との比
較では、和えもの・サラダが少ないのに対し、揚
げもの、焼きもの、などが多くなっており、中で
も、漬けものの出現が松山の３倍近くになってい
たことは、冬期は降雪量が多いことから保存食を
より必要とする北陸の地域性を示しているものと
推察された。
⑤学校給食に出現した料理の主食品をみたとこ
ろ、金沢市の経年変化では、いも、乳・乳製品、
卵が減少傾向であるのに対し、魚介・肉類や果物
類が増加傾向を示しており、松山市と比べると、
魚介・肉類や卵が多いのに対し、大豆・大豆製品
や乳・乳製品の頻度は少なくなっていた。
また、出現料理に使われたタンパク質給源食品
をみると、一般家庭の動向とは反対に魚介類の増
加が著しい。松山市との比較では、牛肉、大豆製
品が少ないのに対し、豚肉、肉加工品、卵が多く
なっている。この傾向について、家計調査年報（平
成 18年度）により、一般家庭の消費動向をみた
ところ、金沢市では牛肉に比べて豚肉の購入金額
が多いのに対し、松山市では、牛肉の購入金額が
多くなっているなど学校給食の傾向と合致するも
のもあり、調理文化の一端が伺えた。
⑤出現料理にはそれぞれの地域の郷土料理のほか
に他地域の郷土料理も取り入れられており、広く
日本の食文化への取組が伺えた。
以上、三方を海に囲まれ、背後に高い山地を控
えた石川県と８）、長い海岸線と盆地、山地などの
多様な地形を持つ愛媛県は地理的には似通ったと
ころがある一方で、温暖な愛媛県と冬の降雪量の
多い石川県では、それぞれに育まれてきた調理文
化も差異があるものと考えている。しかし、今回
は献立内容を計量的な分析にとどめたため、伝統
的な調理文化の差異については明確にすることが
出来なかった。しかし、比較的画一化されている
と考えられる学校給食においても、縦軸としての
時代の変化や横軸としての地域差をみることがで
きたことは、それぞれの地域の風土や生活環境に
影響されながら、地域固有の調理文化が培われて
いることを示唆するものといえよう。今後はさら
に、今回の計量的な分析をもとに、これらの関連
性や、献立内容の詳細について検討していきたい
と考えている。
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